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地震活動静穏化の定量的評価手法の研究

The proposal for the quantitative evaluation method for seismic
quiescence phenomena
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地震活動度変化を用いて将来の地震活動を予測しようという考えは古くから存在するが，たとえ
ば日本でもHi-netの出現により，地震カタログの精度等が飛躍的に高まり，研究は新たな段階に
入ったと言えるだろう．東海大学では「大きな地震（Ｌ：rupture Length）は，長い期間(long
Time)，遠くまで(far Region)影響を与えるというコンセプトで開発されたＲＴＬアルゴリズムの
研究を従来から行なっている．しかしながら，retrospectiveには静穏化が最も顕著に表現できる
パラメータ（地域およびマグニチュードレンジ等）を示す事は出来るが，本震発生前にそれらを
示す事は極めて難しい．講演ではＲＴＬ法の改良とともに，パラメータテーブル（解析半径，解
析期間，マグニチュードレンジ等）を作成し，一定の条件を満たした時に機械的に静穏化を評価
できる手法を提案する．
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